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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公開番号】特開2012-220951(P2012-220951A)
【公開日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-047
【出願番号】特願2012-58467(P2012-58467)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月10日(2015.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの生物系ポリエステル樹脂を、少なくとも１つの水に不溶性の有機溶媒
と接触させて有機相樹脂溶液を形成させること、
　前記有機相樹脂溶液を、ワックス分散物、顔料分散物、およびその組み合わせからなる
群から選択される、前記有機相樹脂溶液に不溶性の成分を含む水相と接触させること、
　前記有機相樹脂溶液と前記水相を混合すること、
　前記有機溶媒を蒸発させて前記ポリエステル樹脂でカプセル化された不溶性成分を含む
ラテックスエマルジョンを形成すること、を含むプロセス。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの生物系ポリエステル樹脂が、脂肪族二量体酸、脂肪族二量体ジオ
ール、Ｄ－イソソルビド、ナフタレン重炭酸、アゼライン酸、コハク酸、シクロヘキサン
ジオン酸、ナフタレンジカルボン酸、テレフタル酸、グルタミン酸、およびその組み合わ
せからなる群から選択されるモノマーを含むことを特徴とする請求項１に記載のプロセス
。
【請求項３】
　前記生物系樹脂が、エチレングリコール、プロピレングリコール、および１，３－プロ
パンジオールからなる群から選択されるアルコールをさらに含むことを特徴とする請求項
２に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記溶媒が、メチルエチルケトン、ジクロロメタン、エチルアセタート、ヘキサン、お
よびその組み合わせからなる群から選択されることを特徴とする請求項１に記載のプロセ
ス。
【請求項５】
　前記顔料が、カーボンブラック、二酸化チタン、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１８０
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１３、Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１
５：３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ８１：１、Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｒｅｄ８１：２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ８１：３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌ
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ｌｏｗ７４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ８３、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ３４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ２３８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ１２２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ４８：１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ２６９、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ５３：１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ５７：１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ８３：１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ２３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ７、およ
びその組み合わせからなる群から選択されることを特徴とする請求項１に記載のプロセス
。
【請求項６】
　前記ワックスが、直鎖ポリエチレンワックスおよび分岐ポリエチレンワックスを含むポ
リエチレン、直鎖ポリプロピレンワックスおよび分岐ポリプロピレンワックスを含むポリ
プロピレン、官能化ポリエチレンワックス、官能化ポリプロピレンワックス、ポリエチレ
ン／アミド、ポリエチレンテトラフルオロエチレン、ポリエチレンテトラフルオロエチレ
ン／アミド、ポリブテンワックス、およびその組み合わせからなる群から選択されるポリ
オレフィンであることを特徴とする請求項１に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記水相が、水酸化アンモニウム、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウ
ム、重炭酸ナトリウム、水酸化リチウム、炭酸カリウム、およびその組み合わせからなる
群から選択される中和剤をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のプロセス。
【請求項８】
　前記水相が界面活性剤をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のプロセス。
【請求項９】
　前記ラテックスが、５％～５０％の固体含有率、および１０ｎｍ～５００ｎｍの粒子サ
イズを有することを特徴とする請求項１に記載のプロセス。
【請求項１０】
　前記蒸発が前記混合物を４０℃～９０℃に加熱することによって完成されることを特徴
とする請求項１に記載のプロセス。
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